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１．はじめに

　本研究では，一昨年度まで，水泳指導における小・中・高の連携を生かしたカリキュラムの在り方を探ってき

た。大泉地区では，昭和53年度（1978）より小学校と中学校で一貫した水泳指導のカリキュラム作成を検討し

た。そして一貫的な水泳能力級別判定表やその指導法等を汎用化できるように作成し，水泳指導の充実を図って

きた。

　しかし，大泉地区で平成18年（2006）に大泉中学校と附属大泉校舎の統合・再編が行われ，国際中等教育学校

が開校した。国際中等では国際バカロレア（以下 IB）としての教育が行われ，体育での学習内容も変化した。

そこで，今回のテーマである水泳指導に関しても小学校から中学・高校への系統性を考慮して，水泳能力級別判

定表やその仕組みを再考する必要が生じた。

　国際中等教育学校の入学者の内訳は，附属小出身者（内部生）・国内小出身者および海外生活経験者（外部生）

であり，その学習経験は多様である。また，国際中等教育学校に変更する際，旧附属大泉中学校，附属大泉校舎

で行われていた体育的行事を統合・精選するにあたり，長年行っていた中学・高校での臨海実習を取りやめた。

　よって，体育科では今までの水泳の到達目標を変更せざるを得ないこと，生徒の泳ぐという経験が成育歴の過

程で大きく異なっていることや泳力差が以前よりましてより顕著になっていること，児童・生徒の水を扱うこと

に関しての興味・関心が時代と共に変化しているのではないかという状況のもと，小・中高の連携を生かす上で

新たな水泳の指導過程を確立していく必要性が生じてきた。

２．本研究実践前の主な水泳指導内容

　大泉地区では昭和55年に水泳能力判定基準の作成を行い本学附属学校研究紀要7集に掲載した。また，昭和63

年に「水泳指導の改善」i として附属大泉中学校研究集録に掲載をした。その内容としては，水泳能力判定基準

の改訂と指導内容の改訂であった。この水泳能力判定基準は，附属小学校・附属中学校・附属高校大泉校舎との

連携を図るものであり，実際に各校で長年にわたり，この判定基準表や指導内容を活用した授業実践が行われて

きた。
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３．本研究実践を行う上での「水泳」の考え方

（1）「克服的」な運動から「融和的」な運動への変換

　　水泳は，泳げるようになるために水慣れ，浮くこと，呼吸の仕方，陸上の運動とは異なる運動形態等と言っ

た克服すべき学習課題が多々あり，一般的に克服的運動と言われている。そうした克服的な運動特性を理由に，

同じことを何度も繰り返して行うような指導では児童・生徒の学習意欲を低下させてしまい，いわゆる「水泳嫌

い」を作ってしまうことにもなる。「水泳」について柴田は，以下のようにその楽しみ方を示唆している。

　水泳では「水の中を泳ぐこと」から「泳ぎを用いた水の中の運動」や「泳ぎを用いない水中の運動」といった

図1　児童・生徒用水泳能力判定基準表（昭和55年作成）

図2　教師用指導内容表（7級）（昭和55年作成）

― 153 ―



水中活動の広がりとして捉えることができる。「泳ぎを用いた水中の運動」には水中ボールゲーム，リズム水泳，

シュノーケリング，日本泳法，組泳ぎ，着衣水泳等が，「泳ぎを用いない水中の運動」には水中運動（エクササ

イズ，リラクゼーション，水中ゲーム等），カヌー，ライフセービング等が挙げられるが，これらを一つカテゴ

リーに括ると「水泳」を含めて「アクアティックスポーツ」と言う概念で捉えることができる。学習の場として

のプールの安全性が整備された下で，積極的にこうした水泳学習の幅を広げていきたいものである ii。

　こうした水泳の学習内容を考慮する場合，上記に示したような「水泳」の考え方を取入れることによって，これ

までの教材としての「水泳」をより大胆に捉えることができ，ひいては多様な指導法が見出されるものと考えた。

４．研究の目的を達成するための検討内容

　小学校と中等教育学校で，生涯スポーツを見据えた水泳指導過程を作成し，12年間に渡るより具体的で系統的

な指導方針を下記の内容を加味して試案を作成することを目的とした。

（1）生涯スポーツとしての指導過程の確立

　一人一人が，水泳に対して自分なりの楽しみ方を見つけ，学校教育以後も水泳に親しむようなカリキュラムづ

くりをめざす。長く泳ぐことを楽しんだり，用具を使った水泳を楽しんだり，アクアエクササイズを泳ぎながら

楽しんだりしてくれることが願う点である。

　そのため，水泳という視点では，小学校の改定された判定表をもとに，中等教育学校では水に対することがら

をどこまで理解し，自らの泳力を伸ばすのかを探っていく。また，水泳の多様な楽しみ方という視点では，質問

紙法調査をもとにカリキュラムの有効性を探っていくという方法を検討した。

（2）水に対する楽しみ方の多様性

　水泳は一般的に「水の中を泳ぐこと」として認識されているが，「泳ぎを用いた水中の運動」や「泳ぎを用い

ない水中の運動」と捉えることで，生涯スポーツとしての水泳の在り方に多様性が生まれる。国際中等教育学校

の現状を鑑みたとき，速く泳ぐという泳力だけに固執することなく，シンクロや水球など，水泳の多様な楽しみ

方を味わわせることが，生涯スポーツにつながると考える。そこで，実際に水泳指導でシンクロや水球，フィン

泳などを行い，その前後で，生徒の水泳に対す

る意識にどのような変化がみられるのかと質問

紙調査等を行うことにして明らかにすると共に，

児童・生徒にとって実態等を踏まえた上で，今

回の試案がどのようなものであったかを確認し，

今後の課題も含め検討しようとした。

５．児童・生徒の実態

（1）小学校児童

　児童が水泳に対して自信をもって取り組むこ

とができているのか，東京学芸大学附属大泉小

学校第4学年児童を対象として，水泳単元の前後

に，運動有能感測定尺度（資料1）を用いて（岡

澤ら，1996年）調査を実施した。運動有能感は，

「身体的有能さの認知」「統制感」「受容感」の3

資料1　運動有能感測定尺度アンケ－ト
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因子から構成されている。「身体的有能さの認知」は，「自分はできる」という自信であり，「統制感」は「練習

すればできるようになる」という自信，「受容感」は「みんなから受け入れられている」という自信のことであ

る。実施対象および期間については以下の通りである。

対　象：東京学芸大学附属大泉小学校　　　　　　期　間：平成27年6月～ 9月

　　　　第4学年　99名　　　　　　　　　  　　　　　　　（水泳の前後で調査を実施）

　　　　（男子：50名，女子：49名）

（2）中・高校生

　基礎データとして，中等教育学校1 ～ 3年生の泳力を調べることになった。その調査では平泳ぎ，クロールの

2分間泳を行い，データを集積する計画であったが，中等教育学校の公開研究会や悪天候，教育実習と重なり，

授業回数が確保できなかった。そのため充分なデータが集まったとは言い難い。しかし，内部生と外部生の平均

値を比較すると，女子約11％，男子で約15％の泳力差が確認できた。また，海外生活の長かった生徒の中には全

く泳げない生徒や25m泳げない生徒，水泳は家で保護者から習ったため，1つの泳法しかできない生徒もいた。

　したがって，今回のデータを元に，今後，数年に渡ってのデータの蓄積と分析が必要であろう。

2012年度　　1年水泳　2分間泳（自由形）

　続いて中等4年生（高校1年生）を対象として，持久泳の記録調査を行った。結果は表2の通りである。

　この表から，指導経過次第では距離や速さを求める泳力の変化を見ることができた。しかし，距離や時間の速

さで泳力を求めることは，生涯スポーツへとしての水泳の楽しさにつながるとは言い切れないため，指導過程の

再構築の必要性を考えた。

６．研究の方向性

　①小学校段階における水泳能力判定表，級別指導内容表の改訂

　②中等教育学校前期（中学校課程）の生徒の水泳に関する変化・興味・関心の現状を考えての取り組み

　③中等教育学校後期（高等学校課程）の生涯スポーツを見据えた水泳授業における取り組み

外部生女子 内部生女子 外部生男子 内部生男子
平均ｍ 80.0 89.0 89.2 103.1
標準偏差 33.2 11.7 30.2 17.7
最高ｍ 151　 110　 135　 160　
最低ｍ  20　  65　   8　  75　

表1　2分間で何メートル泳げるか。コースの途中で立ってしまったら，そこまでの記録

クロール10分 平泳ぎ10分 指定なし15分 指定なし20分
平均 300±130 325±109 475±152 623±229

表2　国際中等教育学校4年生の各泳法における持久泳の距離（ｍ）
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７．各学校における水泳指導内容・方法の検討

　児童・生徒が興味を示すように水へ身を委ねる活動をいろいろと試行することを題材とし，特に小学校段階，

中等教育前期課程（1年生～ 3年生）中等教育後期課程（4・5年生）の実践を試案した。

（1）小学校段階での検討

　附属小学校では，例年5・6年生で臨海実習を実施しており，低学年より海で力を抜いて泳ぐことを視野に入

れた指導過程を組んでいる。しかし，旧水泳判定表の最終目標は長くゆっくり泳ぐというより速く泳ぐことを目

的としており，そこには矛盾が生じていた。そこで，長くゆっくりと泳ぐことや着衣泳やエレメンタリ―バック

ストロークといった安全な泳ぎも視野に入れ，新しい水泳判定表を作成した。

　小学校では，水泳単元の前後に，運動有能感測定尺度を用いて（前出 P154 資料1 岡澤ら，1996年）調査を実

施したが，その結果は以下の通りである。級検定の検討の方向性は，これまでの水泳技能の向上に固執すること

なく，水泳の様々な楽しみ方を味わわせることが，生涯スポーツにつながると考え，作成したものである。その

結果，水泳に関する有能感の低下が予想された。しかし，表1のようにエレメンタリーバックストロークや着衣

表3　新水泳能力判定基準

エレメンタリーバック

ストロークの導入

表4　運動有能感尺度結果（小学校）
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泳を主に経験する段階の4年生の結果は大きな低下は見られなかった。よってこのことをもとにさらに中・高等

学校段階につなげることができるという実感を得ることができた。

（2）中等教育前期課程での検討（1年生～ 3年生）

　前期課程では，前にある表1・2にあるように実際に平泳ぎとクロールの2分間泳を行ったところ，内部生と

外部生の平均値に，女子で約11％，男子で約15％の泳力差が確認できた。生涯スポーツということを考えたと

き，泳力が高ければ様々な楽しみ方ができもことは間違いなく，理想としては，卒業時に内部生と外部生で泳カ

に差がなくなり，共に向上していることがより望ましい。しかし，学校の指導だけで青年期から急激に泳力を伸

ばすということは難しいのが現状である。そこで，生涯スポーツとしての水泳の在り方を今一度考え，新たな指

導過程を確立することとした。

（3）中等教育後期課程での検討（4・5年生）

　後期課程では，フィンを使った泳ぎを浮く，潜る，他者と協力しスピードを合わせるなどが可能であったり，

シュノーケルを併用して水面下に浮いたり進んだりして水中探索を楽しませたりするプランも出た。また，持久

泳において距離や時間を短縮するだけでなく，チームで泳ぐシンクロナイズドスイミングを取り入れてみたり，

ボールを使ったりした水球も可能であるなど様々な指導することのできる可能性を検討し，実施してみた。

　以下の実践（2015年）は，対象を後期課程（高校2年生）としてフィンを利用した授業への取り組みである。

①今回のフィン泳の取り組みについて

　（Ａ）対象生と時期，時間数　

　　　　高2男子：6月下旬より7月初旬（授業時間　5 ～ 6時間計画）

　　　　高2女子：9月2日より中旬まで（授業時間　3 ～ 5時間計画）

　　　　注）男女の授業時間数の違いは，教育実習の実施によるものである。

（Ｂ）活動計画と内容（高校2年女子）

　　プールが中等教育学校の施設として一つしかないため，後期課程では男子・女子では実施時期をずらして，

男女別々に授業実践を行った。男子は主に6月・7月，女子は9月に水泳（アクアティックスポーツ）として

授業実践をした。

時数 主な学習内容 主な学習内容
1 水慣れ・スカ－リング

各種泳法のチェック
今までの学習内容を振り返ろう

2 フィンに慣れる フィンをつける感覚に慣れよう
3 フィンをつけて基本の泳法 フィンを活用して速く泳いでみよう
4 シンクロナイズドスイミングや水球（フィン

泳など）他
運動量のある動き・タイミングを合わせた動
きや水球でのゲ－ム

5 シンクロナイズドスイミングや水球（フィン
泳など）他

運動量のある・タイミングを合わせた動きや
水球でのゲ－ム

表5　（a）男子水泳単元計画

 年度（3年に1回程度）によって，着衣泳の実施　　
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授業写真3　6回生（6人組男子）

授業写真4　5回生（4人組男子）

時数 主な学習内容 活動のねらい
1 水慣れ・スカ－リング

各種泳法のチェック
今までの学習内容を振り返ろう

2 スカ－リング・
フィンを利用したバタ足・背浮きバタ足
2 ～ 4人でのスピ－ド同調泳
（顔上げクロ－ル
横を向けての背浮きバタ足）

安全の確保を学ぶ
前年のシンクロ泳を利用した学び
数名で組み，スピ－ドを調節し，今までの泳法を活
用しながら泳ぐ。
フィンを利用することで，今までの水泳とは異なっ
た学習を行う。

3 フィンを利用した
・3人での運搬泳
・潜水（直角に水中へもぐれるように）

フィン泳を通じて，水との関わりや活用のしかたを
知る。

4 簡易なシンクロナイズドスイミングや
フィン泳など

運動量のある動き・タイミングを合わせた動きで水
を操作する

5 簡易なシンクロナイズドスイミングや
フィン泳など

運動量のある動き・タイミングを合わせた動きで水
を操作する

表6　(b) 女子水泳単元計画

 ※　年度（3年に1回程度）によって，着衣泳の実施  　
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（4）どのような変化があったか

　詳細は紙面の都合上，割愛するが，5年生を中心に泳力の低い生徒，泳力の高い生徒に回答を分けた。フィン

を利用したもの，シンクロの授業，また5年間を振り返って水泳を答えてもらった。それぞれ小学校今までと異

なった授業を多くの生徒が新たな関心を持って取り組んだことが記入されていた。詳細は別記している iii。

授業写真5　本実践において授業で利用している市販されているフィン

授業写真6　フィンを利用した背浮きバタ足 授業写真7　片腕を挙げた3人泳

授業写真8　 授業写真9　

3人での運搬泳（実際は両左右の生徒が中の生徒を運ぶ）
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８．各学年での水泳学習内容とMYPとの関係（中等教育学校）

　国際中等 教育学校では，IBにおける世界標準を目標として編成されたMYP（Middle Years Programの略）

のよさを充分に活かすことが，本校の役割でもある。また，日本の学校教育の長所を失わないことを前提に授業

を組み立てていくことを考慮している。MYPの特徴として，生徒に学習評価のしかたを伝えるルーブリックが

あり，水泳でも探究課題を前提にどのような学習形成をしてゆけばよいかを試案ではあるが提示している。表7

においては，各学年での学習内容，探究課題を提示する。表8・9は，MYPでのルーブリックを示す。

　IBの授業では，単元実施の事前に生徒へルーブリック等を示し，授業内での運動を通じた対話，小集団での

自己の考えの主張や他者へ理解してもらうための図や対話などで表現したり，学習カード等によって常に振り

返ったりしながら，様々なスキルの活用が必要であることが様々な授業で伝えられている。体育においても生徒

の持つスキルの発揮には，その授業時間1時間内での見通しとしてのVison を示し，その単元を通したうえで，

自分やグループがどのようになりたいのかという学習のVison の両面を形成させることが必要である。

　水泳の授業においても集団的な授業実践を行う上で，仲間と共に先を見通し，相互の力によって進める力が学

習する力を向上させている。

９．まとめと今後の課題

　水泳は一般的に「水の中を泳ぐこと」として認識されているが，「泳ぎを用いた水中の運動」や「泳ぎを用い

ない水中の運動」と捉えることで，生涯スポーツとしての水泳の在り方に多様性が生まれる。小学校，中等教育

学校の現状を鑑みたとき，泳力だけに固執することなく，シンクロや水球など，水泳の様々な楽しみ方を味わわ

せることが，生涯スポーツにつながると考え，運動としての広がりを持つことができたと考えている。実際に水

泳指導でシンクロや水球などを行い，その前後で，生徒の水泳に対する感想にどのような変化がみられるのか，

生徒がどのように感じているかを検討し，より水泳に関する運動の広がりと生徒の実態に即した明確な学習内容

表7　各学年水泳計画概略（中・高）
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としての確立していくことを目指し授業実践をした。

　また，小学校では，現在でも臨海実習を実施しており，今回新たに低学年より力を抜いて泳ぐこと，安全に関

してより深い意識を持ってそれらを視野に入れた指導過程を組んでいる。過去においては水泳判定表の最終目標

には，速く泳ぐことが強調され，それらを目的とした目標や指導過程が掲げてあるといった矛盾が生じており，

今回，新たに水泳判定表の改訂，指導法の改善等を実施した。その際，安全面にも今まで以上に考えられ，着衣

泳やエレメンタリ―バックストロークなどをも扱うこととして，ここでもより幅の広い水泳指導の確立を目指し

た。小学校と中等教育学校が今まで以上に連携を図る上で，更なる工夫を重ね，新たな水泳指導を進めていかな

くてはならないと考える。中等教育学校では，今後サイバル泳やライフセービングの指導の在り方についても，

今後更に継続的に検討する必要があるだろうと考えている。
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